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取扱説明書

保証書付

このたびは当社温水洗浄便座をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。

TS-BNZ950KDTS-BNZ950KD 保証書

無料修理規定(保証規定)

出張修理

本書は、本書記載内容にて無料修理をさせていただくことをお約束するものです。保証期間中に故障が発生した
ときは、お買い上げの販売店に出張修理をご依頼ください。※お買い上げ日・お客様・販売店の欄に記載のない
場合は無効になります。必ずご記入ください。

お買い上げ日　　平成　　　年　　　月　　　日

型　名：　TS-BNZ950KD

　　保証期間　　　お買い上げ日より 2 年

修理年月日 損傷と処 置 サ ー ビ ス
担 当 者

1. 取扱説明書・ラベルなどの注意書にそった正常な使用・
　維持管理状態で、保証期間内に故障した場合に、無料修
　理いたします。
2. 無料修理をお受けになる場合に、お買い求めの取扱い店
　にご依頼のうえ、本書をご提示ください。
3. ご転居、ご贈答などで本書に記載の取扱い店に修理を依
　頼できない場合、当社にご相談ください。
4. 保証期間内でも、以下の場合は有料修理とさせていただ
　きます。
　(イ) 使用・維持管理上の誤りおよび不当な修理・改造に
　　　よる故障および損傷。
　(ロ) 火災・地震・水害・落雷・その他の天災地変、公害
　　　や異常電圧など、その他の損傷がある場合。
　(ハ) 消耗品の劣化に伴う故障および損傷。
　(二) 本書の提示がない場合。
　(ホ) 本書に取付日・お客様のお名前・取扱店の記入のな
　　　い場合、あるいは字句が書き替えられた場合。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。
6. 本書は再発行いたしませんので、紛失しないように大切
　に保管してください。 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおい
　て、無料修理をお約束するものです。したがってこの保
　証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、
　およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利
　を制限するものではありません。
※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間につ
　いて詳しくは取扱説明書をご覧ください。

〒536-8536　 大阪府大阪市城東区鴫野東 1-2-1

■ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

特に、「安全上のご注意」については、必ずご使用前にお読みいただき、安全にお使いください。

■この取扱説明書はいつでもご覧になれる場所に、大切に保管してください。

温水洗浄便座

はじめに

取り付けかた

使いかた

もくじ

お手入れ・こんなときは

A185281
見本



この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。
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●表示と意味は次のようになっています。

●お守りいただく内容を次の図の記号で説明しています。

この図表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この図表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

・故障や漏電のときに感電の原因になります。

・次のようなときは、電源プラグを抜き、止水栓を閉めて給水を止めてください。

・故障したまま使いつづけると、火災や感電、室内浸水の原因になります。
　すぐに使用を中止し、販売店または当社に連絡してください。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性および物的損害のみの発生
が想定される内容を示しています。

禁      止

禁      止

必ず行う

必ず行う

ぬれ手
禁　止

分解禁止

必ず行う

必ず行う

アース線
接　続

アース(D種接地)工事がされていることを確認する

故障したままで使いつづけない

故障とは...　  ・配管や製品から水漏れしている    　・製品に割れやひびやが入っている
　　　　　　・異音、異臭がしている　・製品から煙が出ている　・製品が異常に熱い

次のような方が暖房便座を
ご使用になるときは、 周囲
の方が便座の温度調節を

「切」にしてください。

・長い時間便座に座るときは、便座の温度調節を「切」にしてください。

必ず行う

低温やけどに注意する

・お子様、お年寄りなど自分で適切な温度調節ができない方。
・病気の方、身体の不自由な方など思うとおりに動けない方。
・眠気を誘う薬(睡眠薬、かぜ薬など）を服用された方。
・深酒された方、疲労の激しい方など眠り込む恐れのある方。

・火災や感電の原因になります。電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

・火災や感電の原因になります。延長コードの使用やタコ足配線はしないでください。

・感電の原因になります。

電源プラグの刃に付いたほこりは定期的に取り除き、根元まで確実に差し込む

・洗浄時に電圧降下により照明がチラつく原因になります。

温水洗浄便座をつなぐコンセントは、ブレーカーからの単独配線で、15A を許
容する配線(VVF2mm以上)を使用する

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない

電源は交流100V定格15A以上のコンセントを単独で使う
・火災や感電の原因になります。
絶対に分解したり、修理、改造はしない

・感電の原因になります。
  ※「ノズル清掃」機能使用時は除く。

お手入れの時には、必ず電源プラグをコンセントから抜く

・コードを引っ張ると電源プラグが傷んで、火災や感電の原因になります。
電源プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持って引き抜く

・正常に機能しないと、状況によっては一度吐水した水が逆流する原因になります。
逆流防止装置は定期的な点検を行う

禁　止

• 引っ張らない、ねじらない、無理に加熱しない。
• 重いものを載せない束ねない、挟み込まない。
• 傷んだまま使用すると、火災、感電、ショートの原因になります。

電源コード · 電源プラグを破損するようなことはしない

必ず行う

必ず行う

必ず行う

アース

アース

アース

・火災や感電の原因になります。

水ぬれ
禁　止

水場での
使用禁止

湿気の多い場所に設置しない

・火災や感電の原因になります。
本体や電源プラグに水やお湯、洗剤をかけない

・結露などにより、火災や感電の原因になります。
給水ホースと電源プラグ・コンセントを接触させない

使用水は必ず水道水を使ってください
・使用可能な水圧範囲は 0.069~0.735MPa(0.7~7.5kgf/㎠)です。
・0.069(0.7kgf/㎠)未満の水圧では、使用できない場合があります。
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• 水漏れの原因になります。

禁　止

禁　止

連結ホースを折り曲げたり、つぶしたりしない

• 割れたり、外れたりしてけがをする原因になります。

• 樹脂部品が変色·劣化する原因になります。
直射日光に当てない

• トイレ用•住宅用洗剤(酸性•アルカリ性)、ベンジン、シン
  ナー、クレンザーおよびナイロンたわしなどを使用しない。
• プラスチックを傷め、割れてけがをする原因になります。
• 連結ホースを傷め、水漏れの原因になります。

お手入れのときは、うすめた中性洗剤(台所用•トイレ用)を使用し、次のものは使わない

幼児、お年寄り、ご病気の方が使用される時は注意してあげてください。

禁　止

• 洗剤をかけると塩素系ガスが発生し、気分が悪くなることがあり
  ます。万一、洗剤がかかったときは、すぐ換気をしてください。

脱臭フィルターには、洗剤や水をかけない

禁　止

便座本体に乗ったり、便ふたによりかからない

必ず行う

必ず行う

必ず行う

• 凍結すると給水配管や本体内部が破損して、水漏れする原因になります。
• 暖房するなどしてトイレを暖めてください。

・事故の発生を避けるため、電源コードが損傷を受けた場合の交換は、メーカー、サー
  ビス代行業者又は同等レベルの資格を備えているものが行わなければなりません。

水漏れが発生したときは、止水栓を閉めて給水を止める

凍結による破損の予防を行う

電源コードの交換

• 安全のために電源プラグを抜いておいてください。
• また、水が腐敗して皮膚の炎症などを起こす恐れがありますの
で便座本体内部の水抜きを行 ってください。(26ページ参照)

長期間使用しないときは、電源プラグを抜き、便座本体内部の水を抜く

必ず行う

閉

一般社団法人
温水洗浄便座工業会

お願い

禁      止

・火災の原因になります。
たばこなどの火気類を近づけない

火気禁止
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各部のなまえ このマークの中の数字は、主な掲載ページを示しています。

ビデボタン
おしりボタン

電源ボタン 温水ランプ
便座ランプ
電源ランプリモコン

　受信部

本  体

リモコン

リモコン背面
ノズル

便座（暖房便座）

10ページ

アース線

本体操作部

電源コード

固定ボタン
23ページ

本体給水
　アダプター
10ページ

10・23ページ

排水栓
26ページ

着座センサー
13ページ

ストレーナー
24ページ

リモコン受信部
11 ページ

24ページ

19 ページ

19 ページ

16 ページ

17 ページ

14 ページ

11 ページ

21ページ

17 ページ

15ページ

13・24ページ

14・21ページ

18ページ

22ページ

分岐金具
9ページ

脱臭カセット
25ページ

電源プラグ
13ページ

16・17ページ

便ふた
23ページ

連結ホース
10ページ

16ページ

16・17ページ

18ページ

18ページ

16ページ

15・16ページ

16ページ

タンクフレキ
ホース
9ページ

ノズルガード

洗浄コネクタ
　　　差込口

便座
フタ

脱臭
節電 ノズル清掃

小
大

警告表示ラベル（品番表示）

リモコンパターン 電池残量
温水温度

便座温度

洗浄パターン
確 定

便座
フタ

脱臭
節電

ノズル
清掃

小
大

脱臭ボタン

節電ボタン

ノズル清掃ボタン 便座開閉ボタン

フタ開閉ボタン

流す／大ボタン

流す／小ボタン

リモコンパターンボタン

電池カバー

電池残量ボタン

温水温度調節ボタン

洗浄パターンボタン

確定ボタン

便座温度調節ボタン

リモコン発信部

止ボタン

おしり/ムーブ
　　洗浄ボタン

ビデ/ムーブ
　　洗浄ボタン

マッサージボタン

水勢調節ボタン ノズル位置調節ボタン

リモコン発信部

液晶表示部

温水温度表示

脱臭設定表示

節電設定表示

電池残量表示

リモコン
　　パターン表示

洗浄パターン表示

温水 脱臭 節電

リモコン
パターン
洗浄
パターン

便座
便座温度表示



取り付け前の確認

付属品
温水洗浄便座

用意する工具

止水栓を閉める

取
り
付
け
か
た

取り付けかた

マイナスドライバーなどで止水栓を閉める。

固定プレートの方向を確認する。

便器の取り付け穴に
ゴムブッシュを差し込む

固定ボルトを固定板の中に
入り込むまで軽く締め込む

便座取り付け穴の上に
固定プレート、固定板を置く

本体をカチッと音がするまで固定プレートの
奥まで押し込む。

温水洗浄便座を固定プレートに
取り付ける

タンクフレキ
ホース

使用水は必ず水道水を使ってください
●使用可能な水圧範囲は 0.069~0.735MPa(0.7~7.5kgf/㎠)です。
●0.069(0.7kgf/㎠)未満の水圧では、使用できない場合があります。

電源プラグは、設置工事が完了するまでは、コンセントに差し込まないでください。
●故障する恐れがあります。

給水について

本体取り付け時に必要なもの

リモコン取り付け時に必要なもの

単3形乾電池(消耗部品）

モンキースパナ ドライバー

2本
固定ねじ

2本
アンカープラグ

2　本

固定プレート
： 1 枚

クッション
： 1 個

分岐金具
：1個

※ロータンクと便ふたが
　干渉する場合、ロ－タ
　ンク側の干渉部へ貼付。

 クリップ
：１個

    連結ホース
：約1.0m／1本

固定ボルト
：２本

固定板
：２個

ゴムブッシュ
：２本

リモコン本体

リモコン
　　ホルダー

ゴムブッシュ

ゴムパッキン
　　　：１個

パッキン
（装着済）

Oリング

ドライバー

固定ボルト

固定板

固定プレート

止水栓
閉

前方
凸部



連結ホースの取り付け
止水栓側に連結ホースを取り付ける

取
り
付
け
か
た

止水栓の分岐金具へ連結ホースのナットを手で回して
取り付けてから、工具でナットを締め付ける。
(ナットの締め付けトルクの目安：7.5N•m)

①連結ホースを本体給水アダプターに差し込む。
②クリップを連結ホースと本体給水アダプターに
　差し込む。
③クリップが確実にはまっていることを連結ホー
　スを上下左右に少しの力をかけて確認する。

①コネクタのアームロック右図下方向に向ける。
　※コネクタの差し込み方向に向きがあります。
②洗浄コネクタを本体裏側のコネクタ差込口へ差
　し込む。コネクタのアームロックが「カチッ」
　となるまで奥までしっかり差し込んでください。
③洗浄ユニットコードを本体コードフックに掛け取り回す。

本体側に連結ホースを取り付ける

洗浄ユニットコードのコネクタを本体
裏側のコネクタ差込口に差し込む

分岐金具の取り付け 洗浄ユニットコードの取り付け

①付属のゴムパッキン(黒：厚さ2mm)を
　入れて分岐金具を止水栓に取り付ける。
②分岐金具の袋ナットは、手でいっぱい
　に締め付けてから工具で増締めする。
　(締め付けトルクの目安：7.5N•m ）
※止水栓に無理な力をかけないでください。
　(破損して漏水する恐れがあります。)

タンクフレキホースを取り付ける。

分岐金具を取り付ける

①ストレーナを入れてタンクフレキホー
　スを分岐金具に取り付ける。
②タンクフレキホースの袋ナットは、手
　でいっぱいに締め付けてから工具で増
　締めする。
　(締め付けトルクの目安: 10～15N•m）
③分岐金具にスパナまたはモンキーレン
    チを当てて、分岐金具を固定しながら
    タンクフレキホースの袋ナットを締め
    付ける。
※止水栓に無理な力をかけないでください。
　(破損して漏水する恐れがあります。)

●便器の中心と便座の中心を合わせ、便座の
　出を左右均等にする。
●便座の先端が便器より5～10mm前に出る
　ように固定プレートの位置を調節する。

温水洗浄便座の位置を調整する

●固定プレートの位置が決まったら、一旦便座を
はずして固定ボルトをしっかり締め付ける。
※便座のはずしかたは２３ページ参照
●最後に、再度便座を取り付け、前後左右に動かし、
はずれないことを確認する。
※インパクトドライバーで締め付けないでく
　ださい。
　(強く締めすぎると破損することがあります。)

温水洗浄便座を固定する

5～10mm程度便座の先端
を便器より前に出します。

ストレーナーの
向きに注意する

分岐金具

締める

締める

回らぬように締める

給水口を傷つけない

分岐金具

分岐金具

便座の連結ホースは必ず
こちらに接続ください。

ストレーナー

アース線の取り付け

ナット

連結ホース

止水栓

分岐金具

タンクフレキホース

連結ホース

まだ電源プラグは差し込まないでください。 
( 電源プラグは水道の元栓と止水栓を開いてから
   コンセントに差し込みます。)

警告
アース線を確実に取り付ける
・アース線を取り付けないと漏電時に感電の原因
　になります。
・次のようなところへのアース線接続は法令で禁
　止されています。: ガス管、電話線、避雷針、
　水栓など。
・アースの取り付け (Ｄ種接地工事) は、電気
    工事店または販売店にご相談ください。

アース線を取り付ける
アース線を取り付けるときは、電源プラグをコン
セントから抜いた状態で接続してください。
設置場所の変更や転居のときには、アースの取り
付けをしてください。

本体給水アダプター

クリップ

クリップが確実にはまっていることを必ず
確認してください。
※水漏れの原因となります。

●コネクタを間違った向きで無理に差し込まないでください。
　※破損・動作不具合の原因となります。
●コネクタが確実にはまっていることを確認してください。
　※動作不具合の原因となります。

①

①

②

③

本体裏面

②

アームロック

コネクタ

③

コードフックコードフック

洗浄ユニット
コード
洗浄ユニット
コード

洗浄ユニット
コード
洗浄ユニット
コード

ゴムパッキン



取
り
付
け
か
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①リモコン裏面にある電池カバーを開ける。
②単3形乾電池2個を ＋、 － を間違えないよ
　うに入れる。
③ 電池カバーを閉じる。

電池を入れる

①便座に座った状態で、ボタンに手が届く
　範囲でおおよその取付け位置を決める。
②その位置にリモコンを手で保持しながら、
　リモコンの水勢調節ボタンを押して受信
　状態を確認する。
　リモコンからの信号を便座本体が受信す
　ると、「ピッ」と音がすることを確認して
　ください。(いったん便座本体の電源プラ
　グをコンセントに差込み、確認後抜いて
　ください。)

リモコン の取り付け位置を決める

リモコンの準備と取り付け

・新旧、異種の電池は混用しないでくだ
　さい。
・付属の電池は動作確認用のため、電池
　寿命が短い場合があります。
・長期間使用しないときは、電池を取り
　出してください。

・リモコンの発信部にトイレットペーパーま
　たは障害物があった場合、動作しない場合
　があります。
・本体側面の受信部に障害物があると動作し
　ない場合があります。
・直射日光、インバーター蛍光灯の光が受信
　部に当たる場合は、リモコンからの信号を
　受け付けないことがあります。
・壁の色 (黒っぽい色) や材質により、リモコ
　ンからの信号が 受信部に届きにくい場合が
　あります。

紙巻器

受信部

障害物

リモコン

本体操作部

取付位置の目安

●リモコンホルダーのガイドにリモコン裏
　面の凹みを合わせて入れ込む。
●リモコンがリモコンホルダーに確実に固
　定されていることを確認してください。

リモコンをリモコンホルダー
にかける

●付属のネジ2本で固定する。

リモコンホルダーの取り付け

アプンカープラグ 28mm

5mm

ネジを利用

①リモコンホルダーの穴位置にあわせ、
      直径5mm、深さ約28mmの穴をあける。

②ハンマーなどでアンカープラグを穴に入れる。

③リモコンホルダーを付属のネジ2本で固定
　する。

①マグネットの穴をリモコンホルダーの穴
　にあわせ、ネジで固定する。
      
②マグネットを取り付けたリモコンホルダ
　ーをホーロートイレパネルに取り付ける。

アンカープラグを利用

マグネットを利用

石膏ボード、タイル、コンクリート壁への取り付けの場合

ホーロートイレパネルへの取り付けの場合・
マグネット付ホルダー

ネジ

ネジ

マグネットリモコンホルダー／裏面

ネジ

アンカープラグ

ガイド

※マグネットとネジは別途手配してください。



取
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連立トイレへの取り付け

●リモコン裏面の液晶表示にリモコンパタ
　ーン番号が表示されます。
※工場出荷時にはリモコンパターン番号は
　1に設定されています。

リモコン裏面のリモコンパターンボタン　　　を押す

●液晶表示のリモコンパターン番号が点滅
　します。

リモコンパターンボタン　　　と確定ボタン　　 
を同時に3秒間押す

リモコンの設定
●隣接するトイレで本製品が２台以上使用された場合に誤動作の原因となりますので、必ず以下
　の手順に従ってパターンを変える設定をしてください。
●リモコンパターンを変えたい便座のみ電源を入れておいてください。

リモコンパターン

リモコンパターン

リモコンパターン

確 定

確 定

確 定

確 定

番号表示／点滅

番号表示／点灯

●ボタンを押すごとに1. 2. 3. . . . . . 0まで10
　種類のパターン設定ができます。

リモコンパターンボタン　　　を押して
パターン番号を設定する

リモコンパターン

リモコンパターン

リモコンパターン

点滅しながら番号
が変化

●確定ボタンを押して設定を完了するとき、
　便座本体から「ピッ」と音が鳴ります。
※リモコン送信部を便座のリモコン受信部
　に向けて設定します。

確定ボタン　　 を押して設定を完了する

設定は便座本体の近くでおこなってください。

取り付け後の確認

動作の確認

水もれの点検
●給水の前に、各接続部のゆるみがないか
　再確認する。
●止水栓を開いて、配管接続部から水もれ
　がないことを確認 する。
●本体給水接続部より水もれがないことを
　確認する。
※ 万一、水もれがある場合、水漏れする接
　続部をはずして再度取り付ける。

①アース線が取り付いているか確認する。
②電源プラグをコンセントに差し込む。
③ノズルが各１回伸縮します。(初期動作)
④初期動作後、本体操作部の「電源」ラン
プが緑色点滅、「便座」ランプが緑色点灯、
「温水」ランプが消灯します。

電源を入れる

便座があたたまるのを確認します。(５分
程度待ちます。)

便ふたを開ける

着座センサーは便座、向かって左側前方に
内蔵されています。(右図点線部)
●着座センサーが着座を検知します。
●検知後、本体操作部の「電源」ランプが
５秒間赤色点滅することで、検知の確認がで
きます。
●脱臭を開始します。(脱臭ファン動作音)

確認の前に梱包用ビニール袋を便器と便座
の間に挟んで、ノズルからシャワーの吹き
出す様子が確認できるようにします。

●温水タンクへの給水が終わると、本体操作部の
「電源」ランプが緑色点滅から点灯に変わり、
「ピッ」と音が鳴ります。
●温水タンクが満水になるまではシャワー
　が出ません。

●自動でノズル洗浄をします。
●ノズルが伸びて、ノズルから洗浄水が出る
ことを確認します。

●洗浄水が止まり、ノズルが本体へ収納
された後、自動でノズル洗浄をします。

着座センサー位置を手で覆う

　　　　 ボタンを押す

： 水もれ点検箇所

本体給水接続部

アース線

アース端子
アース

電源プラグをコンセントに差し込んだ直後は、
約10秒間マイコンが初期設定を行いますので、
ボタン操作を受け付けません。
初期設定終了後に動作の確認を行ってください。

「おしり」ボタンを押す
（温水タンクへの給水と温水
　ヒーターの通電をする）

「おしり」ボタンを押す 「止」

水勢 ノズル
位置

止 おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ マッサージ

着座センサー

梱包用ビニール袋

本体操作部

リモコン前面



使いかた

ボタンを押す

ボタンを押す

●便ふたが開きます。
※便座を開く場合は「便座」ボタンを押します。

●着座すると便座本体の「電源」ランプが約
　5秒間赤色で点滅した後、緑色で点灯し
　ます。また、節電(8時間切タイマー)を設
　定している場合は、約5秒間赤色で点滅
　した後、赤色で点灯します。

●おしり洗浄またはビデ洗浄として使え
　ます。

●ムーブ機能については17ページ／ムーブ
　洗浄を参照ください。

●水勢の強弱+ノズルの前後移動のリズミ
　カルなシャワーで洗浄します。

便器に座る

または　　ボタンを押す

または　　  ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

●洗浄を停止します。

便座から立ち上がる

●便ふたを閉じます。
※便座・便ふたが開いた状態で便座だけを閉める場合は
「便座」ボタンを、便座・便ふた両方を一度に閉める場合は
「フタ」ボタンを押します。
※便ふた・便座はゆっくりと閉まる機構になっています。
破損の原因になるため、便ふた・便座に無理な力を加えないでください。

ご使用になる前に

電源プラグを差し
込むと本体操作部
の「電源」ランプが
緑色で点滅します。
13ページ :  動作の
確認 1 に従って操
作してください。
緑色で点灯してい
る場合はそのまま
ご使用できます。

設置後、止水栓は開いていますか。
閉じている場合は、止水栓を開いてください。

電池が正しく入っているか確認してください。

開

分岐金具

止水栓ロータンク

本体操作部

電源プラグ ●本体操作部の確認 ●止水栓の確認

●リモコンの確認

便ふたにカバーを付けると、開閉動作に
支障がでる場合があります。この場合はカ
バーをはずしてください。

●長時間の洗浄や洗いすぎに注意してください。
　常在菌を洗い流してしまい、体内の菌バランス
　が崩れる可能性があります。
●局部の治療・医療行為を受けている方は、使用
　について医師の指示 に従ってください。 

●洗浄停止後、ノズル付近から水滴が約1～2秒落
　ちることがあります。これは、ノズル自動洗浄
　によるもので、故障ではありません。

●便器洗浄します。

ボタンは大便用　　　 ボタンは小便用です。

●自動脱臭が設定されていれば、約１分後に脱臭が停止します。

便器洗浄した後、ロー
タンクへの給水が完了
する約１分間は次の便
器洗浄操作を行わない
でください。十分な便
器洗浄ができない場合
があります。

リモコン前面

リモコン上面

水勢 ノズル
位置

止

止 止

おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ マッサージ

便座 フタ脱臭 節電 ノズル
清掃

フタ

小大

便座

フタ

フタ

小大

大 小

小大

おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ

おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ

マッサージ マッサージ

フタ

幼児、お年寄り、ご病気の方が使用するときは
周りの方が注意してあげてください。

電源ランプ

※リモコンからの信号を本体が受信すると、便座本体から音が鳴ります。
  「ピッ」：機能設定や温度・強さ調整のとき
   「ピー」：機能解除時や強さ調整限界のとき

使
い
か
た



温水温度の調節
ノズル位置の調節

●この商品には着座センサーが内蔵されています。
　着座すると、便座本体の「電源」ランプが約5秒
　間点滅(赤色)した後、点灯(緑色)します。
　また、節電 (8時間切タイマー)を設定している
　場合は「電源」ランプが約5秒間赤色で点滅した
　後、点灯(赤色)します。
●便座カバーを取り付けて使用すると着座センサ
　ーが検知しなくなる場合がありますので、使用
　しないでください。

●温水洗浄便座使用中に立ち上がったり体を浮か
　せたりしたときは、着座センサーが｢切｣になり、
　洗浄が止まります。

水勢

水勢ノズル
位置

ノズル
位置

水勢 ノズル
位置

止 おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ マッサージ

ボタンを押す

●7段階で調節できます。
●おしり洗浄、ビデ洗浄中に行います。
●ボタンを押すごとに１段階ずつ調節で
　きます。(ボタンを押すごとに便座本体
　から「ピッ」と音が鳴り、最終位置の
　ときは「ピー」となります。)
●ノズル位置の設定は本体に記憶されます。
　再び使用する時には記憶された段階で始
　まります。

ボタンを押す
●現在の温水温度の設定状態を表示します。
●ボタンを押すごとに設定温度が変更し、
　３段階に調節できます。
●温水温度を切 (水道水の温度) にすると
　きは、ボタンを押してマークを消灯の
　状態にしてください。
●温水温度液晶表示は点灯後、約10秒経過
　すると消灯します。

水勢の調節

ボタンを押す

●5段階で調節できます。
●お好みの強さをボタンを押して調節して
　ください。(ボタンを押すごとに便座本体
　から「ピッ」と鳴り、最終の強さのとき
　は「ピー」となります。)
●水勢の強さ設定は本体に記憶されます。
　再び使用する時には記憶された段階で始
　まります。

ムーブ洗浄

着座センサーについて

● 季節やシャワーの水勢にもよりますが、温水
　温度設定の１分後には設定した温度で連続的
　に使用できます。
●冬場では温水温度の維持時間が短くなるため、
　必要に応じて水勢を弱めて使用してください。

●おしり洗浄、ビデ洗浄中に行います。
●ノズルが前後に伸縮し、広い範囲を洗浄
　できます。
●もう一度「おしり/ムーブ」ボタンか
　「ビデ/ムーブ」ボタンを押すとムーブ
　洗浄が終了し、通常の洗浄に戻ります。

または　　ボタンを押す

おしり洗浄·ビデ洗浄を行っているときしか水勢の
調節及び、ムーブ洗浄はできません。

おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ

おしり
ムーブ

ビデ
ムーブ

温水温度 温水温度

便座温度
便座温度

リモコンパターン 電池残量 温水温度

便座温度洗浄パターン 確 定

切 低 中 高

温水温度

リモコン裏面リモコン前面

便座温度

便座温度の調節

ボタンを押す
●現在の便座温度の設定状態を表示します。
●ボタンを押すごとに設定温度が変更し、
　３段階に調節できます。
●便座温度を切 (暖房しない) にするとき
　は、ボタンを押してマークを消灯の状
　態にしてください。
●便座温度液晶表示は点灯後、約10秒経過
　すると消灯します。

電池残量

電池残量 ボタンを押す
●現在の電池残量を表示します。
　  残量あり: 点灯表示、約10秒経過すると
　　　　　　 消灯します。
　  交換時期: 点滅表示、約10秒経過すると
　　　　　　 消灯します
　  残量なし: 点滅表示、常に表示します。

切 低 中 高

● リモコンをリモコンホルダーから外して設定します。
● 停電が１秒以上続いたときや電源プラグをコンセントから抜いたときは、
　リモコンで温水• 便座の温度調節を再度、設定してください。

電池残量表示

残量あり: 点灯 残量なし: 点滅交換時期: 点滅

ノズル位置
ブザー音

ブザー音
1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

ピッ ピッ ピッ ピッ ピッ ピー

ピッピッ ピッ ピッ ピッピー
水勢強さ
ブザー音

ブザー音
1　　2　　3　　4　　5

ピッ ピッ ピッ ピー

ピッ ピッ ピッピー
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自動脱臭

便座 フタ脱臭 節電 ノズル
清掃

小大

脱臭 脱臭ボタンを押す

●リモコン液晶部の脱臭設定表示に　　が
　点灯すると、脱臭が設定されます。
●ボタンを押すごとに(入)設定／(切)解除が
　切り替わります。
●着座センサーが入ると、脱臭ファンが動
　作し脱臭を始めます。
●立ち上がって着座センサーが切れると、
　約1分後に自動停止します。便座に座り
　続けた場合は、30分後に止まります。

節電タイマー

●便ふたを閉じる
　使用後に便ふたを閉じて
　おくと、便座表面からの
　放熱を減らすことができ、
　節電になります。

●温度設定を低めに
　季節に応じて、冷たさを
　感じない範囲で設定温度
　を低めに調節すると、節
　電になります。

●こまめに電源を切る
　外出時など長時間使用しな
　いときは、本体操作部「電
　源」ボタンを「切」に設定
　すると、節電になります。
  （22ページ参照）

その他の節電のしかた

知っておいていただきたいこと

・工場出荷時は自動脱臭に設定されています。
・脱臭中に脱臭ボタンを押すと脱臭が停止し、液
　晶表示の　　  が消灯し、設定が解除されます。
・洗浄中は脱臭が停止します。

リモコンパターン 電池残量 温水温度

便座温度洗浄パターン 確 定

・節電設定中に着座センサーが検知すると、通電
　停止中でも温水ヒーターと便座ヒーターに通電
　し、設定温度まで温度を上げます。
　(設定温度になるまで、約5分かかります。）
　使用後は再度通電を停止し、節電モードに戻り
　ます。
　

節電

節電

節電ボタンを押す

●リモコン液晶部の節電設定表示に　　が
　点灯すると節電タイマーが設定されます。
●ボタンを押すごとに(入)設定／(切)解除が
　切り替わります。
●節電を設定すると、液晶表示　　   が約
    10秒間点灯後、消灯します。本体操作部
  「電源」ランプが赤色点灯します。
　設定したときから８時間、温水・暖房便
　座への通電を停止します。お出かけやお
　休みのときなど、長時間使用しない場合
　にお使いください。

●途中で解除したいときは　　　ボタンを

　押して液晶表示画面　　 表示を消灯させ
　て、解除してください。
　

低 低

切り忘れ防止タイマー
｢止める｣操作をしない場合は、洗浄は自動的に2分間で止まり、本体から
｢ピー｣と音が鳴ります。また、便座から立ち上がったときも自動的に止ま
ります。

水道圧が低いとき
・水道圧0.069MPa(0.7kgf/㎠)より低いとき、水勢を｢強｣に設定しても、十分
　な水勢が得られないことがあります。
・通常十分な水勢が得られても他の蛇口で水を使ったり、水道圧が0.069MPa
　(0.7kgf/㎠)より低くなると、十分な水勢が得られないことがあります。

低温やけど防止
長時間便座に座り続けると、低温やけどになる場合があります。便座に座っ
てから、約1時間後に自動的に便座ヒーターの通電が停止し、「電源」、「便
座」、「温水」ランプが点滅します。立ち上がると自動的に復帰します。

便座、便ぶたの
　リモコン開閉機能

便座、便ふたはリモコン操作により電動式で開閉する機構となっています。
便座、便ふたを開閉する際に、無理な力を加えると故障の原因となります。

停電になったとき
停電になると、便座本体操作部のランプは全て消えます。 停電が回復すると、
便座本体操作部のランプが全て緑色に点灯し、温水、便座設定温度が ｢低｣の
初期状態となりますので、18ページの設定方法に従い設定し直してください。

使用中の音 使用中に ｢シュー｣ という音がすることがあります。これは便座本体の温水
タンクで温水が沸きあがる音で異常ではありません。

マイコンの初期設定 電源プラグをコンセントに差し込んだ直後は、約10 秒間初期設定を行います。
その間はボタン操作を受け付けませんので、約10秒後から使用してください。

使
い
か
た

リモコン裏面

リモコン上面



洗浄パターン

洗浄パターン

洗浄パターン

洗浄パターン 確 定

●リモコン裏面の液晶表示に洗浄パターン
　番号が表示されます。
※工場出荷時には洗浄パターン番号は１に
　設定されています。

リモコン裏面の洗浄パターンボタン　　  を押す

●液晶表示の洗浄パターン番号が点滅します。

洗浄パターンボタン　　  と確定ボタン　　 
を同時に3秒間押す

洗浄パターンの設定

使用される状況や環境に合わせて洗浄パターンを変更することができます。

確 定

洗浄パターン

確 定

番号表示／点滅

番号表示／点灯

●ボタンを押すごとに 1. 2. 3. 0 の４種類の
　パターン設定ができます。

●電源、節電、温水温度、便座温度の設定状態を表示ランプで確認できます。

洗浄パターンボタン　　 を押してパターン番号
を設定する

点滅しながら番号
が変化

●確定ボタンを押して設定を完了するとき、
　便座本体から「ピッ」と音が鳴ります。

確定ボタン　　 を押して設定を完了する

洗浄パターン 確 定

洗浄パターン 確 定

● 洗浄パターン 1：通常モード（工場出荷時このモードに設定されています。）
● 洗浄パターン 2：洗浄水増量モード（配管内のつまり予防に。）
● 洗浄パターン 3：大便洗浄力アップモード（2回の大便洗浄でしっかり流します。2回目の洗浄動作は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回目の動作後60秒後に行います。）
● 洗浄パターン 0：マニュアルモード（リモコンでなく手動操作で洗浄動作をおこなう場合。）

※工場出荷時には洗浄パターン番号は１に設定されています。

ビデボタン おしりボタン電源ボタン

温水ランプ便座ランプ電源ランプ

●電源ランプ

●便座ランプ

●温水ランプ

・緑点灯 : 電源｢入｣　
・赤点灯 : 電源｢入｣ + 節電タイマー動作中
・消灯 :     電源｢切｣　

・便座温度が｢入｣
　　設定のとき点灯
・温水温度が｢入｣
　　設定のとき点灯

・緑点灯         : 低温  
・オレンジ点灯 : 中温  
・赤点灯         : 高温
・消灯             : 切

　　  または　　   ボタンを押す
●おしり/／ビデ洗浄をします。連続して
　約２分使用すると、自動的に洗浄が止ま
　ります。
●同じボタンを2回押すとムーブ洗浄を
　開始します。もう一度同じボタンを押す
　と洗浄を終了します。

●長押し（３秒）操作で電源が切れます。
　再度ボタンを押すことで電源が入り、前
　回使用時の設定状態で使用開始できます。

ボタンを押す

洗浄パターンの設定 本体操作部の使いかた

洗浄 ムーブ洗浄 止

お手入れまたは凍結防止のために便座本体内部の
水抜きを行う場合は、電源ボタンで電源を切らず、
必ず電源プラグを抜いて電源を切ってください。
(26ページ参照)
※感電の原因になります。

警告

使
い
か
た



お手入れのしかた

①電源プラグをコンセントから抜く。
②水でぬらした柔らかい布よくしぼってからふく。
③汚れがひどいときは、中性洗剤を柔らかい布に含
　ませてふき取り、そのあと水ぶきする。
④お手入れが終わったら、電源プラグを差し込む。

●便ふたを取りはずして、すみずみまでお手入れできます。

●本体を取りはずして、裏側や便器の上面をお手入れできます。
※本体を取りはずすときは、洗浄ユニットコードを無理に引っ張らないようにゆっくりはずしてください。

便ふたのはずしかた，取り付けかた

本体のはずしかた，取り付けかた

●ストレーナが詰まると温水シャワーの水勢が弱くなりますのでお手入れしてください。

①止水栓を止める
　※ マイナスドライバーで右方向にまわします。 
②ストレーナを取り出す。
　※ストレーナをマイナスドライバーで回して
　　はずし、ペンチなどで引き出します。
③ストレーナを掃除する。
　※水洗いしながら、歯ブラシなどで掃除し、
　　元の位置に戻します。
④止水栓を開ける。
　※ マイナスドライバーで左方向にまわします。 

ストレーナのお手入れ

●ノズルが汚れると、シャワーが横に飛び散ったり、シャワー使用後ノズルが戻らなくなりますので、
　必ずお手入れしてください。

①ノズルを出す

　リモコンの　　　 ボタンを押す。 
　
　1回目：押すと、おしりノズルが出ます。
　2回目：もう1回押すと、おしりノズルが戻り、
　　　　   ビデノズルが出ます。
　3回目：さらにもう1回押すと、ビデノズルが
　　　　   戻ります。
　※リモコン前面の「止」ボタンを押してもノ
　　ズルが戻ります。
②汚れを落とす
　・ブラシでノズル本体、ノズル先端の全周及
　　びノズル先端の穴を軽くこすって汚れを落
　　とします。
　・掃除完了後、リモコンのノズル清掃ボタン
　　を押して、ノズルを戻らせます。
　※ノズル掃除ボタンを押してから３分ほどすると
        自動的に戻ります。

ノズルのお手入れ

お手入れのときには安全のため通電を止めた状態
にしてください。
※「ノズル清掃」機能を使用の場合を除きます。

酸性やアルカリ性のトイレ用洗剤、ベンジン、シ
ンナー、クレンザー、ナイロンたわしなどを使用
しない。※プラスチツク・電気部品や金具を傷めます。

注意警告

■ 日常のお手入れ

■ 念入りなお手入れ

はずしかた
①便ふたを開けた状態
　で、右側を広げるよう
　にして持ち上げて回転
　軸からはずす。
②便ふたを左側に移動
　させながら本体からは
　ずす。

取り付けかた

はずしかた 取り付けかた

①便ふたを開けた状態
　で、左側のふた側回転
　軸穴を本体側回転軸に
　はめる。
②便ふたの右側を広げ
　ながら、
③ふた側回転軸穴を本体
　側回転軸にはめる。

「はずしかた」の逆手
順で取り付ける。
（８～１０ページ参照）
洗浄ユニットコードコネクタや固定プレート
への本体は奥までしっかり差しこむ。

①便座本体右下奥にある固
　定ボタンを押したまま
②便座本体を手前に引く。

③洗浄ユニットコードコネク
タをはずすときは無理に引っ
張らず、コネクタのアームロ
ックを押しながらはずす。

コネクタ

アームロック

固定ボタン

本体裏面

①

② ③

分岐金具

止水栓
閉

ストレーナ

①

開分岐金具

止水栓
④

③

便座 フタ脱臭 節電 ノズル
清掃

小大

ノズル
清掃

ノズル
清掃

ノズル動作の操作は必ずリモコンで行ってくだ
さい。手でノズルを引き出すと故障する恐れが
あります。

手袋

ブラシ

ノズルの全周を
　軽くこする

穴を軽くこする

お
手
入
れ
・
こ
ん
な
と
き
は

②

リモコン上面

ふた回転軸穴

本体回転軸



凍結防止について

お
手
入
れ
・
こ
ん
な
と
き
は

室温が0℃以下になると凍結の恐れが
あります。製品の凍結破損を防ぐため、
次のように凍結防止をしてください。

■ 凍結の恐れがある場合

■ 水抜きの方法

■ 水抜き後の再通水の方法

●他の器具でトイレ内を暖房してください。※暖房器具の注意書きに従って使用してください。
　暖房器具の熱源を近づけると便座本体が変形するおそれがありますので、注意してください。
●「節電タイマー」を使用しないでください。
●配管部は、市販の凍結防止用テープヒーターを取り付けてください。
●トイレ内を暖房できない場合は、下記の手順で水抜きをしてください。

電源プラグを抜く

止水栓を開ける

電源プラグを差し込む

おしりボタンを押す

温度設定をする

ロータンクのレバーを回す

便座本体内部の水抜きをする

連結ホースの水を抜く

止水栓を閉める

連結ホース

タンクフレキホース

自動的に給水されます。給水が終わると、電源ランプが点滅から
点灯に変わります。

マイナスドライバーで左方向にまわします。止水栓から水が漏れ
ていないか確認してください。

便座本体操作部の電源ランプの点滅(緑色)を確認してください。

リモコンの温水温度、便座温度のボタンを押して、温度設定を行
ってください。   

マイナスドライバーで
右方向にまわします。

●ロータンク内の水を排出して、ロータンク内の水が空に
　なったことを確認するため、もう一度ロータンクレバー
　を回してください。

① 便座本体右下奥にある固定ボタンを押したまま便座本体
　を手前に引き、便座本体を取り外す。
     (連結ホース、給水管に無理な力を加えないでください)
② 便座本体裏面の排水栓を マイナスドライバーなどを使用
　して引き出す。
③ 水抜き後、排水栓を押し込んで締め付ける。
④ 便座本体を便器に取り付ける。

① 連結ホースを分岐金具から取り外し、水抜きをします。
② 水抜きをした後、連結ホースを分岐金具に取り 付けます。

万一凍結してしまったときは、便座
本体内部や配管の自然解氷を待って
から使用してください。

排水栓

閉

開

ロータンク

連結ホース

ロータンク
レバー

固定ボタン

●においが気になるときは、脱臭フィルターの掃除をおこなってください。

①電源プラグをコンセントから抜く。
②脱臭カセットを引き出す。
③脱臭フィルターのほこりを、掃除機などで
　取り除く。
④脱臭カセットをもと通りに差し込む。
　※確実にセットしてください。
⑤お手入れが終わったら、電源プラグを差し
　込む。

脱臭フィルターのお手入れ

●便座本体内部の水抜きをして沈殿物を排出してください。ノズルの穴がつまる原因となります。
　(3ヶ月に1回程度)
　※水抜きの方法・水抜き後の再通水の方法は 26ページを参照ください。

便座本体内部の水抜き

 

異常報知について 本体に異常が発生すると本体操作部の
表示ランプが点滅してお知らせします。

表示ランプ     　   ：点灯　          ：点滅

ご使用をやめて電源プラグ
を抜いて、点検・修理をご
依頼ください。

表示内容 考えられる原因と処置のしかた

・タンク内の水量低下・不足
　(水漏れなど) 
・水位センサーの故障などに
　よる水位制御不能  

・便座温度異常  
・便座温度センサーの故障による
　便座温度制御不能

・温水温度異常  
・温水温度センサーの故障による
　温水温度制御不能

脱臭カセット

②

分岐金具

分岐金具

止水栓
閉

③

脱臭フィルター

※脱臭フィルターの交換目安は７年です。



定格電源

定格消費電力

年間消費電力(2012年基準) 

外形寸法

給水方式

質量(便座本体のみ)

電源コード

使用水圧範囲 ※2

交流100V 50/60Hz

1,055W(本体1,000W、便座55W)

164(229)Kwh/年  ※1

幅400mmX奥行540mmX高さ210mm

水道直結式

約4Kg

長さ1.2ｍ

0.069MPa～0.735MPa      

350～550㎖/min      

350～550㎖/min      

5段(弱～強)      

7段

貯湯式

0.25L      

切、34℃、37℃、40℃      

空運転防止制御(フロート式)、受動復帰型バイメタル、温度ヒューズ

触媒脱臭      

切、30℃、34℃、38℃      

温度ヒューズ      

単3形乾電池2本      

漏電遮断回路(内蔵)、着座センサー(内蔵)

リモコン電源

その他の安全装置

温水洗浄

脱臭装置

暖房便座

おしり洗浄

ビデ洗浄

水勢調節

ノズル位置調節

区分

温水タンク

温水温度

安全装置

脱臭剤

表面温度

安全装置

項    目 内    容

※1 省エネ法に基づいて、便座サイズや湯沸し方式などの種類別の計算式により、
　　4人家族(男性2人、女性2人)で1日あたり、おしり洗浄4回、ビデ洗浄8回、男性
　　小用4回で使用した場合を基準に算出したものです。
　　タイマー節電機能は、一般家庭でのタイマー平均使用時間と使用率で算出し
　　ております。
　　( )内は、タイマー節電機能を使用しない場合の年間消費電力量となります。
※2 使用水圧範囲以外では、十分な性能が得られない場合があります。

仕様故障かな？と思ったら

お
手
入
れ
・
こ
ん
な
と
き
は

修理を依頼される前に次
のことを調べてください。

上記のことをお調べになり、それでも異常がある場合は、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの
販売店または当社にご連絡ください。

電源ランプが点灯しない • 電源プラグがコンセントから
  抜けていませんか。
• 電源をOFFにしていませんか。

• 電源プラグをコンセントの奥まで差し込
  む。 

 

• 本体操作部の電源ボタンを押す。

電源ランプが点滅(緑色)  
している  

• 初期操作を行いましたか。 • おしりボタンを押す。
  (13ページ参照)

洗浄ノズルや洗浄水が
出ない

• 水道が断水していませんか。
• 止水栓が閉まっていませんか。
• 着座センサーが正しく動作していま
  すか。   
• 便座カバーがついていませんか。
• ノズルが詰まっていませんか。

• 通水されるまで待つ。  
• 止水栓を開く。  
• 便座の中央に座る。  
  
• 便座カバーを取り外す。  
• ノズルをお手入れする。  

水勢が弱い • 水圧が普段より低くなっていません
  か。  [0.069MPa(0.7kgf/㎠)未満]  
• 止水栓が十分に開いていますか。 

 • 便座本体のストレーナーが 詰まって
   いませんか。 

• 他の水道の同時使用をなるべくさける。

  • 止水栓を十分に開ける。
• ストレーナを掃除する。

暖房便座の温度が 
低い·冷たい 

• リモコンの便座温度表示が
   ｢低｣や｢切｣になっていませんか。  
• 停電になったことはありませんか。  

• ｢高｣側に設定する。
  
• リモコンで再び便座温度を設定する。

温水の温度が低い·冷たい  • リモコンの温水温度表示が
   ｢低｣や｢切｣になっていませんか。
•  停電になったことはありませんか。

• ｢高｣側に設定する。
  
• リモコンで再び温水温度を設定する。

便座本体がぐらつく • 固定ボルトがゆるんでいませんか。
• 便座本体が固定プレートから  
  外れていませんか。  

• 固定ボルトを締める。
• 固定プレートの奥まで確実に 差し込む。
 

リモコンを押しても 
動作しない

•液晶の｢バッテリー残量表示｣の残量
 無し　　   が表示 していませんか。
 または、ボタンを押しても液晶表示
 が消えたままになっていませんか。
•リモコンの発信部、便座本体の
 受信部に障害物がありませんか。  

•電池交換をする。
   •電池の挿入状態を確認する。

  
• 障害物を取り除く。

2台以上の製品が同時に 
動作する 

•トイレの壁を越えて隣の信号を
  受けていませんか。  

•リモコンパターンの変更をする。
  (14ページ参照)

脱臭効果が感じられない • 脱臭機能は設定されていますか。
• 脱臭フィルターにほこりがたまって
  いませんか。  

•リモコンで脱臭機能を設定する。
• 脱臭フィルターのほこりを取り除く。

症状 確認するところ 処置

●本製品は家庭用です。業務用として使用しないでください。



保証と点検

■ 

長年ご使用の温水洗浄便座の点検を!

• 電源コードや電源プラグが
  異常に熱い。
• 本体が異常に熱い。
• 異常なにおいがする。
• その他の異常·故障がある。

愛情点検

故障や事故防止のため、
コンセントから電源プ
ラグを抜いて、必ず販
売店又は当社に相談し
てください。

保証書と保証期間について

■ 日常点検

■ 定期点検のおすすめ

■ 転居されるときは

●この温水洗浄便座には、無料修理保証書がつ
　いています。
●無料修理保証書は、販売店で所定事項を記入
　してお渡しいたします。記載内容をご確認 い
　ただき大切に保管してください。
●保証期間は、お買い上げの日から2年間です。
● 保証期間中でも有料になることがありますの
　で、ご了承ください。(保証書に詳細を記載し
　てありますので、そちらをご覧ください。)
●保証期間経過後の修理については、販売店ま
　たは当社にご相談ください。
●修理によって機能が維持できる場合は、お客
　様のご要望により有料修理いたします。
●当社は、販売店からの注文により、補修用性
　能部品を販売店に供給します。
●補修用性能部品とは、その製品の機能を維持
　するために必要な部品です。

●転居で、お買い上げの販売店のアフターサー
　ビスを受けられなくなる場合は、前もってお
　買い上げの販売店にご相談ください。ご転居
　先での取扱店を紹介いたします。
※再設置に要する費用は、保証期間内であって
　も有料です。

■ 部品の保有期間

●当社は、この温水洗浄便座の補修用性能部品
　を製造打切り後、6年保有してい ます。

■ 修理を依頼されるときは

●温水洗浄便座が正常に動作しないときは、27
　 ページの「故障かな?と思ったら」をご覧くだ
　さい。
●それでも正常に動作しないときはすぐに使用
　を中止し、必ず電源プラグを抜き止水栓を閉
　めてから、お買い上げの販売店または当社に
　ご相談ください。
●アフターサービスをお申し付けいただくとき
　は、次のことをお知らせください。

① ご住所、お名前、電話番号
② 品番：(例)TS-BNZ950KD BW1(便ぶた内側に
 　貼ってあるラベルの右上に表示しています。)
③ 現象：できるだけ詳しくご説明ください。
④ 訪問ご希望日、道順(付近の目印も)

お
手
入
れ
・
こ
ん
な
と
き
は

アフターサービス

安全に長くご愛用いただくために、日頃
から点検を行ってください。

●安全に末永く快適にご使用いただくために、約5年を目途に定期点検を受けていただくことをおすすめします。
　(定期点検に要する費用は有料となります)
●逆流防止装置が磨耗•劣化すると水の逆流の原因になりますので、お早めの交換をおすすめします。

電源コードが熱くなっていませんか？傷んだり、挟みこんだりしていませんか?

暖房便座が異常に熱いときや暖かくならないときはありませんか?
故障したまま使い続ける
と、火災や感電、室内浸
水の原因になります。
すぐに使用を中止し、電
源プラグを抜き、止水栓
を閉め、お買い上げの販
売店、または当社に連絡
してください。

暖房便座の開閉はスムーズですか?ガタツキはありませんか?

こげた臭いはしませんか?異音•異臭はありませんか?

配管や本体から水漏れしていませんか?

本体や暖房便座にひび割れはありませんか?ゴム脚は外れていませんか?

点検項目

こんな症状はありませんか? ご使用中止　

※PHS・携帯電話・IP電話等で、一部通話ができない場合があります。

アフターサービスをお申し付けの際は、次のことをお知らせください。
（１）製品品番
（２）症状
（３）ご購入年月日
（４）お名前・ご住所・お電話番号

タカラ製品のアフターサービスは、お買い上げの販売店へお申し付けください。
また、おわかりにならない時は、下記フリーダイヤルにご連絡ください。

【修理料金のしくみ】

【廃棄について】

修理料金は技術料・部品代・出張料などで構成されています。
技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。
部品代 修理に使用した部品代金です。
出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する料金です。

※保証期間中は保証書の規定に従って、修理をさせていただきます。
保証期間内でも有料になることがありますので、保証書の内容をよくご確認ください。

タカラスタンダードお客様サポートサイト   http://www.takara-standard.co.jp/support/index.html

■インターネットでの修理のご依頼、消耗品・小物のご注文も可能です。

修理のご依頼をインターネットより受け付けております。
修理受付後、弊社修理窓口よりお電話でご連絡させていただきます。

お客様よりお問い合わせいただくことの多い質問をまとめています。
修理やお問い合わせの前に参考にしてください。

主な消耗品・交換部品や小物はインターネットでもご購入できます。
※一部、取扱いのない商品もございます。フリーダイヤル(0120-557-910)までお問い合わせ願います。

※お客様の個人情報の取扱いについて
個人情報保護に関連する法令を遵守し、個人情報保護に関する基本方針を定め、関係会社を含めた全社に徹底
を図っております。詳細はタカラスタンダードホームページをご覧ください。

この商品を廃棄する場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。

〈修理のご依頼〉

〈よくあるご質問〉

〈消耗品・小物のご注文〉

R
受付時間9:00～18:00(土日祝、夏季•年末年始休業日を除く)
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